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服装書の系譜一16世紀の貴重書から一

図書館館長補佐　佐藤　俊子

　中世の服装研究は地域の服装の差異に対する興

味から始まり、遠くの異国人の風俗へと視野を拡

げていった。15世紀末の大航海時代に入るとは

るかに広範な地域の服装が紹介されるようにな

り、16世紀後半には異国衣装を描写した服装書

が登場した。

　本館では16世紀の代表的な服装書を所蔵して

いるが、当時の服装研究を調べるに当たり、

『Clothing　culture，1350－1650』（Ashgate，　c2004）

〈383，13／C＞の第2章、「16世紀ヨーロッパの服装

書の文化的重要性（11g，　Ulrike，　The　cuitural

signiflcance　of　costume　books　ln　slxteenth－

century　Europe）」およびアメリカの服飾学会誌

「Dress」Vol．3（1977）の「16世紀服装書（01ian，

Jo　Anne．　Si×teenth－century　books）」の論文記事

を参考に考察した。両者の記述の中で16世紀に

出版されたとする11冊の服装書のうち、本館に

は出版年違いのもの2冊を含めると7冊‘を所蔵

している。

　16世紀の服装書はヨーロッパ人の好奇心と通

俗性が混在しており、当時のヨーロッパの貴族、

中産階級、農民、兵士、労働者の服装および当時

発見され、調査された国々の諸階級の風俗や服装

が記述されていた。また服装書の多くには類似し

た服装図が載せられている。すでに出版された挿

図資料を模写したり、絵画に描かれている人物像

を借用していたからである。

　最初の服装書、「服装図譜』．について、オリア

ンは「多くはオリジナルではなく、ヴィコ（Vico，

Enea，1523－1567）の版画が基になっている。表

現のしかたは大変異なっているが、ポーズや服装

は多くの場合、全く同じである」と記述している

が、本館ではヴィコの挿図資料は未所蔵なので確

認できない。一方、この『服装図譜』の英訳　『A

collection　of　the　varlous　styles　of　clothing』

（Minneapolis：James　Ford　Bell　Library，2001）

＜383，1／D＞の前書きでウルネス（Urness，　CaroD

は「ドゥセルプ（Desθrps，　Frangois）の著書の中

の図版は典拠が何処なのか定かでない」と記述し

ている。

　1563年にヴェネチアで出版された2番目の服装

書、ベルテッリ（Bertelli，　Ferdinando）による

『現代諸国民の衣装』2の図版は1体の人物像が装

飾のない枠の中に描かれている。ベルテッリの服

装書と『服装図譜』の関連を見ると、例えば、ベ

ルテッリの図版「アフリカの娘」図1は、「服装図

譜』の図版「トルコの娘」図2を足元の背景や手

の仕種、顔の向き、服装の微妙なデザインを変え

て模写している。この他にも、『服装図譜』から

「イタリアの女性」「フランドルの貴婦人」「スペ

インの農婦」「リューベックの女性」「バーバリの

女性」など多くの図版が模写されている。当時は

図版を見たまま写して彫り、それを刷るので出来

上がると図が反転しているものもある。

　1581年に出版された『各国の服装』ttは、各々

の服装の名前がラテン語、フランス語、ドイツ語

で表記されたボワサール（Boissard，　Jean

Jacques，1533－1598）による版画集である。こ

の中の図版「3人のドイツ衣装の女性」にはヴァイ

ゲル（Weigel，　Hans，1549－1578）の『服装書』3

の図版「アルザスの貴婦人」が組み込まれており、

「スエービー族（古代ゲルマン民族）の貴婦人」
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と呼ばれている。ここでは、銅版画の技法により

衣装のディテール、襲、文様などの表現が緻密で

ある。

　古代ローマの服装から始まり、ルネサンス期イ

タリア各地およびヨーロッパ、アジア、アフリカ

の衣服を包括した最初の服装集が、1590年に出

版されたヴェチェッリオ（Vecellio，　Cesare，

1521－1601）の「世界各地の古代及び現代の服

装について』7である。ヴェチェッリオも多くの

服装を模写している。例えばニコライ（Nicolai，

Nicolo　de，1517－1583）の「トルコ旅行記』Le

navigationi　et　viaggi，　fatti　nella　Turchia　（Venetla：

F．Zilletl，1580）〈KHO32／383．126／N＞の「キオス

島の女性」図3を左右逆にして、「シリアのユダヤ

人女性」郵とタイトルを付けている。彼は時に

は、服装の典拠を示しており、教会の祭壇画から

も模写した。またヴェネチアの風俗を描写し、

人々の職業にラテン語やイタリア語の詳しい記述

を添えている。先人たちの模写をしていたとはい

え、借用したものを包括し、全体的に独創的な作

品にするため、詳細な解説を付け加えていた。

　ベルテッリ（Bertelli，　Pietro）の『諸国民の服装

書』6の図版でも、ヴェネチア人が髪を脱色して

いる光景はヴェチェッリオのものと似ているが、

椅子のそばのチョピン（コルク底のサンダル）は

1匹の子犬に替わっている。

創麗㍍隠㌶巖襟：㌶●
服装への関心は薄れていき、宮廷衣装を描いたコ

スチューム・プレートや肖像画が盛んに制作され

るようになった。

注　16世紀の服装書溌行年順、

1　　Recuell　de　la　diversit白des　hablts　Parls　Richard　Breton，

　1562．　〈KHO31／3831／R＞

2．Berte川，　Ferdinando　Omn｜um　fere‘gentlum　Venetijs

　FBertelli，1563　　〈KHO31f3831／B＞

3．Weige），　Hans　Habitus　praecipuorum　populorum

　Nurmberg　Hans　Weigel，1577（本館所蔵1969年復刻版：

　〈3831／VV＞

4．Boissard、　Jean　Jacques　Habitus　varlarum　orbis　gentlum

　［Mecheln］　［Caspar　Rutz］，1581　〈KHO31／3831／B＞

5　Amman，Jost　Gynaeceum，　slue　theatrum　mulierum

　Francofort｜S｜glsmundl　Feyrabendy，1586．

　〈KHO31／3831／A＞

6　Bertelii，　Pietro　Diversaru　natlonum　habltus　Patauij

　Apud　Alciatum　Aicia　et　Petrum　Bertelk，1591〔本館所蔵1592

　年版、　　＜KHO32f38313／B＞

7　Vecellio，　Cesare　De　gli　hab巾antlchl　et　moderni　dl　diverse

　partl　del　mondo　Venetla　Damlan　Zenaro，1590

　（KHO32／3831∧／〉

図1　アフリカの娘

鵠段躍蕊
撫領戸■ny微血竈m臨τ司陣，
1‘，｛d伽】争’u」P恨

図2：トルコの娘 図3：キオス島の女性 図4：シリアのユダヤ人女性
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